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１．問題の目的

　加賀藩と色絵磁器の関わりは、いわゆる「古九谷」を

巡る問題を抜きには語ることはできない。学内調査と「古

九谷」を巡るこれまでの調査・研究の経緯やその成果に

ついては後述するが、この問題に限らず、色絵磁器につ

いての研究も現在までにも様々な視点から蓄積されてい

る。

　本研究は、加賀藩邸出土の（色絵）磁器理解のために、

考古学、自然科学、文献など多領域にまたがる資料、研

究成果を発信するものである。

２．研究の概要と経過

　本研究の第Ⅰ段階として、これまでに行ってきた学内

出土磁器の再確認とそれ以降に研究の蓄積や技術の開発

などによって、生じた新たな可能性についての共同研究

である。今後は、こうした成果を踏まえて藩邸出土の古

九谷についても考えていきたい。

（１）プロジェクトメンバー（Ⅰ期）

　二宮修治、新免歳靖（東京学芸大学）

　水本和美（東京藝術大学）

　堀内秀樹（埋蔵文化財調査室）

（２）研究検討会、調査研究プロジェクト（Ⅰ期）

・2019 年 2 月 27 日　色絵分析の検討（破壊と非破壊分

析について）

・2019 年 8 月 20 日　色絵具分析などの可能性の検討

・2019 年 12 月 21 日　調査研究プロジェクト（研究の中

間報告）の開催

・2020 年 3 月 18 日　第Ⅱ期研究の課題の所在、分析法

などの検討

　本報告は、上記 2019 年 12 月 21 日開催の第 5 回東京

大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト「加賀藩邸

出土陶磁器と科学分析」の報告である（第Ⅱ章 2 節参照）。

附：これまでの加賀藩邸出土色絵磁器と
科学分析

（１）「東京大学本郷構内の遺跡」発掘調査開始の経緯

　1983 年 11 月、東京大学では 100 年事業など学内開発

に伴って遺跡調査を行う調査組織として臨時遺跡調査室

が組織された。事前に行われた山上会館（9 月）、御殿

下グラウンド（8 月）の試掘調査で出土した石垣や金箔

瓦などの結果を踏まえて近世加賀藩邸を発掘調査の主対

象として行うためであった。これに先だつ 1975 年に学

内浅野地区現在の工学部 9 号館裏側にあたる部分の調査

が行われ、弥生時代の遺構、遺物が発見され、その翌年

に「弥生二丁目遺跡」として国指定の史跡に登録され、

発掘から 4 年後の 1979 年に『向ヶ岡貝塚』として報告

書が刊行されている。こうした経緯が 100 年事業に伴う

開発においても弥生時代が主たる対象としたものでは

あったが、試掘調査を行う契機となっていた。

　1984 年から、山上会館、御殿下記念館、法学部 4 号館、

文学部 3 号館、理学部 7 号館、医学部附属病院などの発

掘調査が本格的に開始され、膨大な量の遺構、遺物が多

量に出土し、遺跡が非常に良好な状態で遺存しているこ

とが明らかになった。

（２）学内調査と色絵磁器の分析

　学内調査と陶磁器分析の関わりは、1980 年代後半～

1990 年代にかけて大きな議論となったいわゆる「古九

谷」に関わる研究を抜きにしては語れない。学内調査・

整理を進めていく過程で、出土遺物の中に陶磁器研究で

生産地の問題があったいわゆる「古九谷」と呼ばれてい

た色絵磁器が確認された。

　周知のように「古九谷」は 17 世紀後半に加賀大聖寺

領内の窯で焼かれたとされる磁器で、初期の色絵磁器と

して美術的に評価を得ていたものである。本郷構内の加

賀藩江戸藩邸である御殿下記念館地点、理学部 7 号館地

点、大聖寺藩邸である附属病院地点から多くの破片が確

認されたことから、「古九谷」の生産地論争が再燃する

こととなった。「古九谷」の生産地問題は、単に学問的

なレベルとは別に陶磁器としての評価、現在の産業など

が絡むデリケートな問題でもあった。当時、既に胎土、

様式、型式、文様等による可視的な部分での議論は百出
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しており、客観的な解決方法として自然科学的分析に注

目が集まっていた。調査室では、出土した「古九谷」が

加賀藩や大聖寺藩邸から出土していること、その一部が

天和 2（1682）年の火災資料から出土していること、美

術的に高い評価を受けている伝世品と近似している点か

ら、東京学芸大学の二宮修治先生、名古屋大学の山崎一

雄先生に分析を依頼した。この本郷構内出土陶磁器の分

析およびこれと平行して行われた山辺田窯、楠木谷窯、

丸尾窯などの有田町教育委員会の発掘調査などの考古学

的研究が、17 世紀の色絵磁器研究を大きく前進させる

ことになった。

　本プロジェクトでは、さまざまな可能性が提示されて

いる自然科学分析について、現在埋蔵文化財調査室と共

同で進めている分析・研究を通してその成果と考古学と

の新たな協業視点などについて考えていきたい。
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